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5 食品の安全性についての不安感
（公財）日本食肉消費総合センター「『食肉に関する意識調査』報告書　令和5年度」（インターネット調査）
2023年10月調査、首都圏（埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県）・京阪神圏（大阪府、京都府、兵庫県、奈良県、和歌山県、滋賀県）エ
リアの20歳以上、かつ本調査時点までの間に食肉（牛肉／豚肉／鶏肉）を自身で購入し食した男性900名、女性900名、計1,800名対象

1-5-1 18種類の食品（食品群）の安全性について不安を感じるか図表
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2　「パン」「インスタント麺（カップ麺・袋麺等）」「弁当・惣菜類」は 2019年からの新規項目
3　「大豆ミート食品類（ハンバーグ、バーガー・パテ、大豆ミート、牛丼、焼肉用カルビ等）」は 2022年度より新規項目。

水質汚染事故・水道の被害

39

食
の
安
全
意
識

1

2

3

4

5

6

8 水質汚染事故・水道の被害
国土交通省「水質汚染事故による水道の被害及び水道の異臭味被害状況について（2022年度調査）」

1-8-1 水質汚染事故により被害を受けた水道事業者等の経年変化（1991年度～2021年度）図表
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1-8-2 水質汚染事故による被害を受けた水源数（2022年度）図表

（注）合計欄の（　）内の数字は、被害を受けた水道事業者数を示す。

1-8-3 水質汚染事故における水質汚染
項目（2022年度）

図表 1-8-4 水質汚染事故の汚染原因 
（2022年度）　図表
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1 食中毒の発生状況（概況）
厚生労働省「（2023年～、年次別）食中毒発生状況（概要版）」「（令和4年・令和3年）食中毒統計調査」

3-1-1 食中毒事件数及び患者数の年次推移（2004年～2023年）図表
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出典：厚生労働省「2021年～ 2023　食中毒発生状況」

3-1-2 年齢階級別、食中毒患者数（2021年～2023年）図表

出典：厚生労働省「2023年　食中毒発生状況」
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3-2-2 都道府県別、食中毒発生事例（不明除く）（2023年）　図表

発生場所 発生月日 都道府県 原因食品 病因物質 原因施設 摂食者数 患者数 死者数

北海道

10月6日 北海道 ドクツルタケ（推定） 自然毒 - 植物性自然毒 家庭 2 2 1

4月5日 北海道 当該施設で4月4日及び6日に調理・提供し
た食事 ウイルス - ノロウイルス 飲食店 52 21 0

9月10日 北海道 当該飲食店が9月9日（土）に調理・提供し
た食事

細菌 - カンピロバクター・
ジェジュニ／コリ 飲食店 17 10 0

12月17日 北海道 当該施設が12月15日に調理・提供した食事 ウイルス - ノロウイルス 飲食店 25 12 0

12月31日 北海道 当該施設が12月31日に調理・提供したオ
ードブル

細菌 - その他の病原大腸
菌 飲食店 125 91 0

札幌市

10月8日 北海道 イボテングタケ 自然毒 - 植物性自然毒 家庭 1 1 0

4月30日 北海道 4月29日朝食に提供された食品 ウイルス - ノロウイルス 飲食店 47 14 0

6月19日 北海道 6月19日に原因施設が提供した昼食 細菌 - ウエルシュ菌 病院 - 給食
施設 386 44 0

7月28日 北海道 7月26日に提供された食品 細菌 - カンピロバクター・
ジェジュニ／コリ 飲食店 7 7 0

小樽市 7月6日 北海道 ヒラメの昆布締め（推定） 寄生虫 - アニサキス 家庭 2 1 0

函館市 3月24日 北海道 3月23日および24日に調理・提供された食品 ウイルス - ノロウイルス 飲食店 28 23 0

青森県 9月23日 青森県 きのこの味噌汁（アセタケ属キノコ（コブ
アセタケ類似種）） 自然毒 - 植物性自然毒 家庭 3 3 0

岩手県

5月23日 岩手県 令和5年5月22日、23日、26日に原因施設
で調理された弁当

細菌 - カンピロバクター・
ジェジュニ／コリ 飲食店 48 35 0

10月24日 岩手県 サンマ刺身 寄生虫 - アニサキス 家庭 1 1 0

9月24日 岩手県 9月24日に販売した生食用魚介類（生スル
メイカ刺身又はヒラメ刺身） 寄生虫 - アニサキス 販売店 1 1 0

盛岡市 9月15日 岩手県 刺身（サバ） 寄生虫 - アニサキス 家庭 1 1 0

宮城県

10月11日 宮城県 刺身（生びんちょうまぐろ） 寄生虫 - アニサキス 販売店 1 1 0

4月11日 宮城県 刺身（マグロ、ヤリイカ、ミンククジラ、
炙りシメサバ） 寄生虫 - アニサキス 飲食店 1 1 0

3月16日 宮城県 刺身（アジ、ブリ） 寄生虫 - アニサキス 販売店 1 1 0

3月6日 宮城県 イワシ（刺身） 寄生虫 - アニサキス 販売店 1 1 0

4月17日 宮城県 バイケイソウ 自然毒 - 植物性自然毒 家庭 1 1 0

4月24日 宮城県 寿司及び刺身 寄生虫 - アニサキス 飲食店 1 1 0

4月2日 宮城県 海鮮丼 寄生虫 - アニサキス 飲食店 1 1 0

4月9日 宮城県 魚介サラダ（スズキ、ヒラメ等） 寄生虫 - アニサキス 飲食店 5 1 0

10月29日 宮城県 ツキヨタケ 自然毒 - 植物性自然毒 その他 2 2 0

4月7日 宮城県 刺身（ヒラメ、アジ） 寄生虫 - アニサキス 販売店 3 1 0

10月16日 宮城県 刺身（さんま、いわし） 寄生虫 - アニサキス 飲食店 2 1 0

11月9日 宮城県 刺身（サンマ） 寄生虫 - アニサキス 飲食店 4 1 0

仙台市 12月16日 宮城県 令和5年12月15日及び16日に提供された
飲食店の食事 細菌 - サルモネラ属菌 飲食店 24 9 0

2月24日 宮城県 2月23日に提供された焼肉ランチ 細菌 - カンピロバクター・
ジェジュニ／コリ 飲食店 6 5 0

3月15日 宮城県 ヒラメ、マグロの刺身 寄生虫 - アニサキス 販売店 1 1 0
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6 食品等事業者におけるHACCPの実施状況・導入効果
厚生労働省「令和5年度食品衛生法改正事項実態把握事業の結果について（実施主体：公益社団法人日本食品衛生協会）」
食品等事業者におけるHACCPに沿った衛生管理の実施状況、導入効果等については、令和4年度（2022年度）において製造・
加工業及び販売業（無作為抽出、n＝26,391）に対し、令和3年度（2021年度）（令和5年度（2023年度）追加調査）において飲
食業（無作為抽出、n＝25,966）に対し、アンケート調査を実施して取りまとめたものである。

3-6-1 「HACCPに沿った衛生管理」の導入状況図表

0 20 40 60 80
（％）

無回答

「HACCP に沿った衛生管理」の
具体的な内容を知らない

実施はしていないが、
これから導入する予定である/
導入に向けて準備中である

「HACCPに基づく
衛生管理」を実施している
又は一部実施している

「HACCPの考え方を取り入れた
衛生管理」を実施している
又は一部実施している

－
－

59.759.7

18.718.7

19.619.6

7.37.3

52.852.8

23.923.9

22.622.6

5.35.3

56.056.0

19.219.2

18.818.8

4.44.4

1.61.6

販売業 全体（n=14,469）
製造・加工業 全体（n=11,922）
飲食店 全体（n=21,718）

3-6-2 「HACCPに沿った衛生管理」の導入によって実際に得られた効果図表

0 20 40 60 80 100
（％）

50.2

8.3

1.5

8.2

57.857.8

52.852.8

5.8

6.0

1.2

12.5

5.1

50.8

5.6

1.6

10.5

53.8

55.355.3

6.6

7.5

1.8

12.6

4.0

85.9

29.5

7.2

21.9

64.4

44.8

22.6

22.1

1.4

4.9

2.6
無回答

特にない

その他

クレームが減少した

保健所対応の負担が軽減した

管理者（経営者含む）
の意識が向上した

従業員の意識が向上した

製品イメージ、企業（店舗）
イメージが向上した

売り上げが増加した

食品ロスが削減した

品質・安全性が向上した

販売業 全体（n=10,598）
製造・加工業 全体（n=8,625）
飲食店 全体（n=16,314）
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22 国民の生活習慣病の受診
健康保険組合連合会「令和元年度生活習慣関連疾患医療費に関する調査」

5-22-1 疾病19分類別にみた受診率（1,000人当たり件数）【医科合計】図表

0 10 20 30
（件/千人）

26.126.1

15.715.7

15.115.1

14.914.9

14.514.5

11.711.7

11.111.1

10.810.8

10.710.7

9.49.4

8.68.6血液・造血器・免疫障害

腎尿路生殖器系疾患

筋骨格系・結合組織疾患

損傷・中毒・外因性

他に分類されないもの

神経系疾患

呼吸器系疾患

内分泌・栄養・代謝疾患

循環器系疾患

新生物

消化器系疾患

0 10 20 30
（件/千人）

8.58.5

8.08.0

5.85.8

5.55.5

3.13.1

2.82.8

1.71.7

1.61.6

1.41.4

1.31.3

0.00.0重症急性呼吸器症候群など

耳・乳様突起疾患

周産期発生病態

健康影響・保健サービス

先天奇形変形・染色体異常

眼・付属器疾患

ワープロ病名等

精神・行動障害

皮膚・皮下組織疾患

妊娠・分娩・産じょく

感染症・寄生虫症

0 500 1,000 1,500 2,000 2,500
（件 /千人）

1,885.01,885.0

1,047.01,047.0

1,038.51,038.5

967.8967.8

846.7846.7

713.9713.9

682.9682.9

580.7580.7

514.1514.1

439.3439.3

396.6396.6精神・行動障害

腎尿路生殖器系疾患

神経系疾患

感染症・寄生虫症

筋骨格系・結合組織疾患

眼・付属器疾患

循環器系疾患

皮膚・皮下組織疾患

内分泌・栄養・代謝疾患

消化器系疾患

呼吸器系疾患

0 500 1,000 1,500 2,000 2,500
（件 /千人）

385.8385.8

375.9375.9

285.5285.5

251.4251.4

235.6235.6

170.0170.0

40.940.9

34.234.2

31.931.9

4.94.9

0.00.0重症急性呼吸器症候群など

周産期発生病態

妊娠・分娩・産じょく

先天奇形変形・染色体異常

健康影響・保健サービス

血液・造血器・免疫障害

耳・乳様突起疾患

ワープロ病名等

損傷・中毒・外因性

新生物

他に分類されないもの

5-22-3 疾病19分類別にみた受診率（1,000人当たり件数）【医科入院外】図表

5-22-2 疾病19分類別にみた受診率（1,000人当たり件数）【医科入院】図表

0 500 1,000 1,500 2,000 2,500
（件/千人）

1,870.51,870.5

1,023.51,023.5

1,020.91,020.9

962.1962.1

831.6831.6

711.0711.0

672.2672.2

572.1572.1

502.5502.5

429.9429.9

391.1391.1精神・行動障害

腎尿路生殖器系疾患

神経系疾患

感染症・寄生虫症

筋骨格系・結合組織疾患

眼・付属器疾患

循環器系疾患

皮膚・皮下組織疾患

消化器系疾患

内分泌・栄養・代謝疾患

呼吸器系疾患

0 500 1,000 1,500 2,000 2,500
（件/千人）

374.8374.8

360.3360.3

274.7274.7

248.3248.3

234.3234.3

161.4161.4

39.339.3

32.632.6

23.923.9

3.53.5

0.00.0重症急性呼吸器症候群など

周産期発生病態

妊娠・分娩・産じょく

先天奇形変形・染色体異常

健康影響・保健サービス

血液・造血器・免疫障害

耳・乳様突起疾患

ワープロ病名等

損傷・中毒・外因性

新生物

他に分類されないもの
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6-3-4 食事で気を付けているもの 
（複数回答：当てはまるものすべて）　図表 6-3-5 自身は普段の食事で、栄養バランス

の整った食事をとれていると思うか図表

特に気を付けていない

脂質

食塩相当量
糖質

たんぱく質

カロリー

栄養バランス

27％

9％

19％

全体
n＝3,000

12％

12％10％

10％

わからない

ほとんど
とれていない たまにとれている

概ねとれている

24％

20％

15％

全体
n＝3,000

40％

6-3-6 特定保健用食品（トクホ）の喫
食経験・認知・興味図表 6-3-7 機能性表示食品の喫食経験・認

知・興味図表

4％

32％32％

12％

全体
n＝3,000

11％

15％

26％

知らなかった

知っていて
食べたことはないが
興味もない

知っていて食べたこと
はないが興味はある

食べたこと
はある

たまに
食べている

よく食べている

知らなかった

知っていて
食べたことは
ないが興味もない

知っていて食べたことは
ないが興味はある

食べたこと
はある

たまに
食べている

よく食べている
3％

29％29％

16％

全体
n＝3,000

11％

15％

27％

6-3-8 栄養機能食品の喫食経験・認知・
興味図表 6-3-9 完全栄養食の喫食経験・認知・

興味図表

知らなかった

知っていて食べたことは
ないが興味もない 知っていて食べたことは

ないが興味はある

食べた
ことはある

たまに
食べている

よく食べている
2％

27％27％

21％

全体
n＝3,000

9％

15％

25％

知らなかった

知っていて
食べたことは
ないが興味
もない

知っていて
食べたことは
ないが興味はある

食べた
ことはある

たまに食べている
4％

よく食べている
2％

31％31％

28％

全体
n＝3,000

15％

21％
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6-1-5 男女・年齢階級別、主食・主菜・副菜を組み合わせた食事の頻度（20歳以上）（2023年）図表
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40-49歳
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20-29歳
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総数
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主食：ごはん、パン、麺類などの料理、主菜：魚介類、肉類、卵類、大豆・大豆製品を主材料にした料理、副菜：野菜類、海藻類、きのこ類を主材料にした料理

6-1-6 男女別、主食・主菜・副菜を組み合わせて食べる頻度別、食習慣改善の意思（20歳以上）
（2023年）　図表
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〈主食、主菜、副菜の 3つを組み合わせて食べることが 1日 2回以上あるのは週に何日か〉

〈現在の食習慣について、改善したいと思っているか〉

男性 女性
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第1章 食の安全意識
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食品表示制度等の理解・活用状況/食品中のカドミウム・ヒ素・鉛の摂取量/食品、添加物
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食中毒の発生状況（事件数、患者数）/都道府県別にみる食中毒発生状況/食品等事業者にお
けるHACCPの実施状況・導入効果/「食中毒予防の3原則」の認知度・食中毒の予防　など
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HACCP・GAPの認証状況　など
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